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(Dee et al. 2011)の月平均データ（水平解像





る。即ち、1979 年 1 月から 2001 年 12 月ま
では緯度経度 1.0˚、2002 年 1 月から 2009



















の冬季平年分布を、1979 年 1 月から 2001
年 12 月まで（以下、ERAi 前半）と 2002
年 1 月から 2012 年 3 月まで（ERAi 後半）
の各期間に分けて示す。 
 
図 1: ERA-interim に基づく冬季の平年の分布。 
(a) 1979 年 1 月〜2001 年 12 月、(b) 2002 年 1





























図 2 : 図 1 と同じ。ただし、右パネ
ルの赤線と左パネルのシェードは顕









































 ERA-interim 全期間（1979 年 1 月〜
2012 年 3 月）における海面気圧と海面から
の乱流熱放出（顕熱放出と潜熱放出の和）の
冬季平年分布を図 3 に示す。ICOADS に基
づく冬季気候平均場の気圧の谷（Fig.3b of 
Tanimoto et al. 2011）よりもやや弱いもの
の、その緯度や分布はよく表現されている。 
 
図 3: ERA-interim に基づく冬季の平年の分
布（1979 年 1 月〜2012 年 3 月）。シェードは
海面からの乱流熱放出（顕熱放出と潜熱放出の
和）（Wm-2）、等値線は海面気圧（hPa、実線
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